
二

　
綜

説
【

徽
毒
の
治
療
法
に
就
て

馨
樽
士
　
加

藤

泰

　
我
々
の
風
聴
は
既
に
受
賃
の
動
物
質
験
に
成
功
し
た
の
を
始
め
と
し
て
、
更
に
進
ん
で
は
其
の
病
原
燈
を
登
見
し
、
叉
一
方

に
於
て
は
患
者
の
血
清
及
脊
髄
液
に
就
て
の
頗
る
正
確
な
る
診
断
法
を
爽
明
し
た
。

　
而
し
て
叉
治
療
的
方
颪
に
於
て
も
、
其
の
世
界
的
流
行
の
當
初
よ
り
現
在
に
至
る
ま
で
に
、
水
銀
、
沃
度
、
砒
素
、
蒼
鉛
乃

至
植
物
性
駆
徴
二
等
藪
田
の
特
数
藥
を
吾
人
の
藥
籠
中
に
牧
め
て
、
之
を
塗
擦
し
、
内
服
し
、
進
ん
で
は
更
に
筋
肉
に
、
静
脈

に
注
射
す
る
こ
と
を
知
っ
た
。
加
之
、
幾
多
の
非
特
異
的
療
法
さ
へ
も
考
案
せ
ら
れ
て
，
今
や
駆
徴
療
法
は
長
足
の
進
歩
を
な

し
た
の
で
あ
る
。
然
り
而
し
て
、
今
日
吾
人
の
駆
徽
療
法
の
目
標
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
其
の
根
本
的
治
癒
帥
ち
全
治
に
あ
る
こ

と
は
申
す
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
彼
の
ナ
イ
セ
ル
教
授
は
夙
に
．
．
d
白
露
。
卜
亀
σ
q
筈
。
搾
M
象
。
6
0
遷
竃
舘
4
皇
蓉
．
．
巳
碍
馨
｝
惹
げ
戸
、
。
と
喝
破
し
て
居
る
。

　
然
る
に
テ
川
ワ
ル
サ
ン
剃
の
創
製
さ
れ
た
後
と
錐
も
、
徽
毒
全
治
は
嬉
し
も
容
易
で
な
い
こ
と
を
吾
人
は
段
々
と
輕
験
し
て

來
た
。
殊
に
趨
性
無
毒
た
る
麻
痺
狂
や
脊
髄
瘍
を
も
治
癒
せ
し
め
ん
と
す
る
吾
人
の
希
望
は
、
一
層
騙
徽
療
法
の
困
難
な
る
を



威
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。

　
叉
實
際
問
題
を
し
て
我
々
要
地
駅
家
を
し
て
徽
毒
根
治
の
至
難
事
た
る
を
嘆
せ
し
む
る
事
實
は
決
し
て
少
く
は
な
い
。

　
患
者
に
取
っ
て
沿
療
費
の
負
澹
が
大
で
あ
る
の
も
一
因
で
あ
る
。
之
を
除
く
に
は
岩
蓼
者
側
か
ら
良
晶
を
安
憤
に
提
供
し
て

貰
は
な
け
れ
ば
な
ら
漁
。
斯
く
し
て
サ
川
ワ
川
サ
ン
の
注
射
料
を
下
げ
な
け
れ
ば
徹
底
的
の
治
療
は
行
は
れ
難
い
。

　
け
れ
ど
も
亦
患
者
自
身
の
理
解
も
治
療
心
行
に
當
っ
て
は
甚
だ
肝
要
で
あ
る
。

　
先
頃
、
本
校
五
學
年
生
の
磯
起
で
、
至
誠
會
諸
姉
の
援
助
の
下
に
、
市
外
尾
久
に
夏
季
無
料
診
療
所
を
設
け
た
際
、
我
が
皮
膚

科
泌
尿
器
科
敏
室
に
於
て
も
、
學
生
諸
姉
の
音
樂
會
其
の
他
に
依
っ
て
獲
ら
れ
た
資
金
や
、
學
校
當
局
よ
り
の
後
援
、
乃
至
某

製
藥
株
式
會
砒
新
講
部
の
好
意
に
よ
る
サ
μ
ワ
ル
サ
ン
剃
の
寄
贈
等
に
依
っ
て
、
杢
然
無
料
で
騙
徽
療
法
の
徹
底
を
期
し
た
る

に
も
拘
ら
す
、
徴
毒
患
者
と
診
断
し
た
者
五
十
六
名
号
、
治
療
を
完
了
し
た
者
及
び
現
に
織
着
し
て
居
る
者
は
僅
に
八
名
に
過

ぎ
な
い
（
籔
回
の
治
療
を
受
け
た
る
者
二
十
三
名
）
。
豫
め
之
を
慮
っ
て
、
無
科
診
療
開
始
前
、
特
に
映
豊
等
に
依
っ
て
、
徴
毒

の
恐
る
べ
き
こ
と
然
も
適
當
な
る
治
療
に
依
っ
て
治
癒
せ
し
め
総
べ
き
こ
と
、
及
び
治
療
中
絶
の
悔
を
後
日
に
胎
す
べ
き
こ
と

等
を
懇
切
に
説
明
し
た
の
み
な
ら
す
、
更
に
有
毒
者
の
治
療
開
始
前
に
當
っ
て
、
不
徹
底
の
意
思
療
法
の
如
何
に
恐
る
べ
き
か

を
繰
返
し
説
示
し
た
に
も
拘
ら
す
其
の
結
果
は
實
に
斯
く
の
如
く
で
あ
っ
た
。

　
素
よ
り
今
次
の
患
者
は
其
の
臼
の
生
活
に
も
追
は
る
＼
階
級
の
人
々
で
あ
る
か
ら
、
よ
し
ん
ば
治
療
は
全
く
無
料
で
施
行
せ

ら
る
、
に
も
せ
よ
、
或
は
通
院
の
時
間
を
惜
し
み
、
或
は
電
車
賃
に
も
六
指
く
が
爲
め
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
が
叉
一
方
に

．
接
て
は
患
者
の
杢
部
が
潜
伏
性
徹
毒
で
あ
っ
て
現
在
自
畳
的
症
歌
の
著
し
く
な
い
の
も
大
な
る
原
因
で
あ
ら
う
と
瓜
は
れ
る
。

　
我
が
國
の
大
衆
の
現
歌
が
斯
く
の
如
し
と
す
れ
ば
、
叉
實
に
性
病
豫
下
上
大
に
考
ふ
べ
き
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
更
に
叉
銀
師
に
於
て
も
、
軍
に
臨
急
的
症
歌
の
消
散
丈
を
以
て
患
者
を
安
心
せ
し
む
る
こ
と
な
く
、
叉
料
金
引
下
げ
等
の
關

　
　
　
加
藤
μ
徽
毒
の
治
療
法
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



　
　
　
加
藤
”
徴
毒
の
輪
療
法
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

係
よ
リ
サ
ル
ワ
川
サ
ン
の
微
量
注
射
を
敢
て
す
る
如
き
こ
と
の
な
い
様
に
責
任
感
を
以
て
治
療
を
施
す
べ
き
は
勿
論
で
あ
る
Q

　
サ
川
フ
〃
サ
ン
の
創
製
當
時
は
、
注
射
回
藪
が
少
く
て
も
治
る
や
う
に
考
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
其
の
後
の
観
察
に
依
れ

ば
、
徽
毒
の
治
癒
は
決
し
て
容
易
で
な
く
、
不
徹
底
な
治
療
は
蕾
に
再
登
を
來
し
易
い
ば
か
り
で
な
く
、
憂
性
徴
毒
を
招
來
せ

し
む
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
學
者
す
ら
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
吾
人
は
種
々
の
方
面
か
ら
努
力
し
て
騙
徽
療
法
の
徹
底
を
期
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
然
ら
ば
如
何
に
し
て
騙
徽
療
法
の
徹
底
を
期
す
べ
き
か
と
云
ふ
に
、
晩
期
徽
毒
の
治
療
の
困
難
な
の
は
前
に
も
述
べ
た
が
吾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

人
は
其
の
早
期
に
於
て
、
殊
に
頓
挫
療
法
を
行
ふ
こ
と
に
依
っ
て
、
殆
ん
ど
確
實
に
之
を
根
絶
し
得
る
こ
と
は
内
外
の
諸
家
の

説
め
等
し
く
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
、
此
の
事
は
現
今
に
曾
て
は
最
早
全
く
疑
な
い
事
實
で
あ
る
。

　
徽
毒
言
染
の
日
か
ら
徽
毒
疹
の
蒲
生
迄
を
第
一
期
と
し
、
其
の
申
問
に
凍
て
初
期
硬
結
の
登
現
（
再
三
週
日
目
）
を
境
界
と

し
て
、
其
の
前
を
第
一
潜
伏
期
と
漏
し
、
其
の
後
を
第
二
潜
伏
期
と
す
る
の
は
從
血
行
は
る
＼
二
曲
的
劃
期
法
で
あ
る
が
、
之

を
ワ
ッ
セ
ル
マ
ン
血
清
反
鷹
の
出
現
期
か
ら
観
れ
ば
、
感
染
後
約
六
週
問
が
血
清
反
鷹
の
陰
性
の
時
期
で
、
之
を
陰
血
清
期
と

し
、
六
週
以
後
血
清
反
鷹
の
陽
性
に
現
は
れ
る
時
期
を
駆
血
清
風
と
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
徽
毒
の
頓
挫
療
法
と
は
帥
ち
此
の
陰
血
清
期
に
於
て
行
ふ
療
法
で
あ
っ
て
、
此
の
時
に
強
力
の
騙
徽
療
法
を
行
へ
ば
、
徽
毒

は
根
絶
せ
し
め
得
る
が
（
勘
曇
八
五
％
摯
ぎ
．
富
3
灘
ざ
田
8
き
ミ
。
℃
喜
当
言
潮
岬
〇
〇
％
、
郎
へ
・
學
知
嚢
§
；
・
ミ
ミ
℃
昏
－

9
ミ
九
五
％
、
趣
ざ
襲
九
五
％
）
此
の
時
期
以
後
、
時
日
を
経
る
に
從
っ
て
根
治
は
愈
々
困
難
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
而
し
て
此
の
陰
血
清
期
に
於
け
る
脚
結
の
謹
明
は
、
茜
染
の
局
庭
（
初
期
硬
結
）
や
附
近
の
淋
巴
腺
内
に
ス
ピ
ロ
へ
三
7
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
イ
　
　
ツ
　
　
ゼ
　
　
ロ
　
　
ル
　
　
ム

リ
ダ
が
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
局
部
を
刺
継
し
て
獲
た
漿
液
、
叉
は
淋
巴
腺
の
穿
刺
液
か
ら
古
言
野
装
置
乃
至
他
の
染

色
法
で
、
之
を
謹
明
す
る
に
あ
る
。



　
然
ら
ば
頓
挫
療
法
と
し
て
如
何
な
る
騙
徴
剃
を
用
ふ
べ
き
か
。
水
銀
、
蒼
鉛
或
は
サ
〃
ワ
川
サ
ン
の
何
れ
か
一
種
の
み
で
は

不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
Q
き
穿
ミ
v
陶
、
ミ
融
§
き
象
、
斜
き
N
鳶
其
他
の
諸
氏
の
報
告
に
篠
っ
て
明
か
で
あ
っ
て
、
土
肥
慶
藏

博
士
の
所
謂
複
式
サ
川
ワ
川
サ
ン
療
法
の
卓
越
せ
る
所
以
で
あ
る
。

　
帥
ち
サ
川
ワ
川
サ
ン
、
水
銀
乃
至
蒼
鉛
の
徽
轟
に
封
ず
る
作
用
は
、
直
接
の
殺
菌
力
と
、
間
接
の
病
的
組
織
吸
牧
、
從
っ
て

叉
ス
ピ
ロ
へ
三
プ
に
封
ず
る
登
育
障
碍
の
作
用
と
を
粂
ね
る
も
の
で
、
殊
に
サ
γ
フ
ル
ず
ン
は
前
者
に
於
て
最
も
優
り
、
水
銀

と
蒼
鉛
と
は
後
者
に
於
て
サ
ル
フ
ル
サ
ン
に
秀
で
＼
居
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
尤
も
魯
壼
鳶
§
の
如
く
併
用
を
不
可
と
し
て
居
る
者
も
あ
り
、
叉
水
銀
捌
を
最
初
に
用
み
て
、
・
後
に
サ
川
フ
ル
ナ
ン
に
移
る

の
を
可
と
す
る
裏
張
も
あ
る
が
、
前
述
の
如
く
サ
川
フ
ル
サ
ン
の
方
が
奏
敷
迅
速
に
し
て
且
つ
確
實
で
あ
る
か
ら
、
頓
挫
療

法
と
し
て
は
、
「
サ
川
ワ
川
サ
ン
」
剃
を
先
づ
用
ふ
る
方
が
合
理
的
で
あ
る
。
但
し
個
人
に
依
っ
て
感
受
性
が
一
様
で
な
い
か
ら
、

最
初
は
少
最
を
以
て
始
む
る
の
が
安
全
で
あ
る
。
郎
ち
ネ
オ
・
サ
川
フ
〃
ナ
ン
○
．
三
よ
り
始
め
、
異
常
が
な
け
れ
ば
次
回
か

ら
は
適
宜
増
量
し
て
一
週
一
回
宛
注
射
し
、
全
量
三
・
O
i
五
・
○
を
以
て
一
ク
｝
ル
と
す
る
。
此
の
問
に
水
銀
又
は
蒼
鉛
瑚

（
我
が
教
室
で
は
蒼
鉛
剃
を
主
と
す
る
）
を
一
週
二
回
宛
筋
肉
内
注
射
す
る
。
此
の
程
度
が
我
が
日
本
入
に
は
最
も
適
當
で
あ

る
と
信
ず
る
。
我
々
の
外
來
で
は
屡
々
サ
川
ワ
ル
サ
ン
の
静
脈
内
注
射
と
同
日
に
蒼
鉛
剃
の
筋
肉
内
注
射
を
行
ふ
が
、
其
の
爲

め
の
障
碍
は
未
が
経
瞼
し
な
い
か
ら
、
多
忙
の
人
に
は
そ
れ
も
宜
し
い
。
殊
に
昨
春
來
朝
し
た
き
’
蛍
さ
ご
§
§
は
出
來
得

る
限
り
の
強
力
な
る
驕
徽
療
法
を
圭
繁
し
、
侮
週
二
回
ネ
ォ
・
サ
ル
ワ
川
テ
ン
又
は
サ
ル
フ
声
サ
ン
・
ナ
ト
リ
ウ
ム
四
號
乃

室
五
二
（
女
子
は
三
號
乃
至
四
號
）
の
静
脈
内
注
射
と
蒼
鉛
剤
（
メ
ズ
ロ
｝
ル
○
・
八
面
は
ビ
ス
モ
グ
ノ
ー
川
一
・
二
五
ー
マ

五
の
如
き
）
の
筋
肉
内
注
射
と
を
同
日
に
行
っ
て
一
〇
i
一
二
回
を
【
ク
ー
ル
と
し
て
居
る
。
松
岡
博
士
も
海
軍
病
院
に
於
て

久
屋
せ
る
無
丁
に
一
週
二
回
ネ
オ
・
ネ
オ
・
ア
ノ
セ
ミ
ン
と
水
銀
剃
と
を
同
日
に
注
射
し
、
有
数
で
あ
る
と
云
は
れ
て
居
る
。

　
　
　
加
藤
1
1
徹
毒
の
治
療
法
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



　
　
　
加
μ
藤
昌
徽
毒
の
治
療
法
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

　
幾
丁
の
徽
毒
に
凝
す
る
頓
挫
或
は
早
期
の
療
法
と
し
て
は
是
れ
は
誠
に
良
法
と
瓜
は
れ
る
。
患
者
に
封
し
て
害
の
な
い
限
り

は
出
來
る
丈
け
早
く
強
く
系
統
的
に
細
魚
法
を
行
ふ
の
が
最
善
の
方
法
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
爾
ほ
試
に
心
逸
政
府
国
Φ
巨
あ
σ
q
。
磐
巳
ゲ
臥
多
言
か
ら
登
表
し
て
居
る
サ
〃
フ
川
サ
ン
の
使
用
法
を
見
る
に
、
「
第
一
回
の
注

射
に
は
少
量
帥
ち
ネ
ォ
・
サ
ル
ワ
ル
サ
ン
で
○
ム
五
乃
至
○
・
三
、
強
弓
な
る
男
子
で
も
○
・
四
五
を
超
え
る
ぺ
か
ら
す
。
第
二
回

以
後
の
注
射
に
は
○
・
四
五
乃
至
○
・
六
迄
を
用
ゐ
、
頒
挫
療
法
の
目
的
に
於
て
も
張
単
な
る
男
子
に
し
て
○
・
六
を
超
え
ざ
る

べ
き
こ
と
、
叉
女
子
は
一
般
に
男
子
よ
り
少
量
を
用
ゐ
、
乳
見
に
封
し
て
は
膿
重
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
草
し
七
・
五
乃
至
一
五
・
○

ミ
リ
グ
ラ
ム
を
用
ふ
べ
し
、
叉
注
射
の
間
隔
は
大
量
を
用
み
た
る
葺
合
（
男
子
○
・
六
、
女
子
○
・
四
五
）
は
三
乃
至
七
日
と
し

少
量
を
用
み
た
時
に
は
荷
ほ
多
少
其
の
間
隔
を
短
縮
し
得
べ
し
。
」
と
定
め
て
居
る
。

　
期
く
て
頓
挫
療
法
な
ら
ば
普
蓮
一
ク
「
ル
で
、
宜
し
い
が
、
更
に
叉
一
ヶ
月
孚
叉
は
二
ヶ
月
経
っ
て
、
再
び
も
う
一
ク
i
川
行

へ
ば
村
塾
完
全
で
あ
る
と
云
ふ
學
者
も
あ
る
。
殊
に
陽
血
清
期
に
入
っ
て
か
ら
で
は
、
以
上
の
如
く
ニ
ク
貰
川
を
行
っ
て
も
殉

ほ
再
外
す
る
こ
と
が
あ
る
。
故
に
欧
羅
巴
で
は
、
更
に
ニ
ケ
月
の
間
隔
を
置
い
て
第
三
回
の
ク
ー
ル
を
な
し
、
叉
三
乃
至
四
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
休
ん
で
、
第
四
回
の
ク
貰
川
を
な
す
べ
し
と
主
張
し
て
居
る
者
が
あ
る
。
斯
く
の
如
く
陽
血
清
期
に
入
っ
た
者
の
早
期
療
法

と
し
て
は
、
墨
染
後
二
ヶ
年
間
に
絶
て
四
ク
奮
川
を
行
へ
ば
一
〇
〇
％
杢
治
せ
し
む
る
こ
と
が
出
塁
る
と
云
は
れ
て
居
る
。

　
少
く
も
從
來
我
國
に
鞭
て
行
は
れ
た
如
き
僅
少
の
サ
川
フ
ル
サ
ン
注
射
回
数
で
は
、
一
時
、
臨
七
里
症
状
の
消
裾
、
血
清
反
慮

の
消
失
を
見
て
も
、
や
が
て
は
潜
伏
繰
暦
の
藪
を
増
加
し
、
延
い
て
は
鷹
脊
髄
徽
毒
の
磯
生
を
促
す
こ
と
に
な
る
課
で
、
國
家

肚
會
の
保
健
衡
生
上
、
危
瞼
極
ま
る
事
と
謂
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
此
の
早
期
療
法
を
行
ふ
に
際
し
て
は
、
毎
常
、
血
清
反
響
を
顧
慮
し
つ
＼
行
ふ
の
で
あ
る
が
、
若
し
夫
れ
潜
伏
鉱
毒
及
び
第
三

期
黒
髭
に
至
っ
て
は
、
血
清
と
共
に
脊
髄
液
の
反
癒
を
も
顧
慮
し
つ
＼
、
早
期
療
法
以
上
の
治
療
を
行
ふ
に
益
す
ん
ば
，
全
治



を
期
す
る
こ
と
は
出
來
難
い
の
は
申
す
ま
で
も
な
い
。

　
而
し
て
以
上
の
如
き
騙
徽
療
法
を
行
ふ
に
當
っ
て
は
、
上
記
各
種
の
騙
徽
藥
を
唯
主
文
字
通
り
に
、
或
は
機
械
的
に
注
射
す

れ
ば
能
事
射
れ
b
と
云
ふ
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
患
者
の
愚
婦
．
膿
性
、
症
歌
、
合
併
症
乃
至
周
團
の
事
情
を
も
考
慮
し
て
、

萬
全
の
方
法
を
探
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
遠
肉
博
士
の
所
謂
『
騙
徽
法
の
個
人
化
』
で
あ
る
。

　
帥
ち
サ
ル
ワ
川
サ
ン
剃
に
特
異
質
を
有
す
る
者
に
は
他
の
駆
徽
藥
を
代
用
す
る
は
勿
論
、
水
銀
乃
至
蒼
鉛
剃
は
腎
臓
を
刺
戟

し
易
い
か
ら
、
腎
臓
に
異
常
あ
ら
ば
、
其
の
使
用
に
注
意
す
べ
く
、
叉
肝
臓
の
犯
さ
れ
た
る
遍
羅
に
は
反
封
に
サ
川
フ
川
ナ
ン

は
注
意
し
て
用
み
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
妊
娠
時
に
も
腎
臓
を
犯
さ
れ
易
い
か
ら
、
水
銀
剃
等
よ
り
も
サ
ル
フ
声
サ
ン
捌
を
主
と

し
、
且
つ
多
少
減
量
し
て
毎
回
○
．
三
以
下
を
用
ゐ
、
一
ク
ー
ル
の
全
量
も
二
・
○
位
に
留
め
、
其
の
代
り
に
ク
ー
ル
の
回
数
を
多

ぐ
す
る
方
が
宜
し
い
。
認
証
二
期
徽
毒
で
登
疹
の
甚
し
い
時
は
、
先
づ
蒼
鉛
或
は
水
銀
を
用
ゐ
、
或
は
最
初
サ
川
ワ
川
サ
ン
の

少
量
を
注
射
し
て
、
次
に
直
ち
に
強
力
の
複
式
療
法
に
移
る
。
こ
れ
は
＼
ミ
慧
ミ
§
§
反
鷹
等
の
登
生
を
防
ぐ
爲
め
で
あ
る
。

　
第
二
二
二
疹
の
あ
る
者
に
も
第
一
回
注
射
よ
り
大
量
を
用
ふ
る
こ
と
を
推
賞
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
ス
ピ
ロ
へ
ー
テ
の
非
常

に
澤
山
身
肝
内
に
あ
る
場
合
に
、
大
量
の
サ
ル
ワ
川
テ
ン
を
用
ふ
る
時
は
、
§
心
惑
の
所
謂
へ
．
自
＆
0
8
紙
霧
箪
暮
μ
鳩
博
を
起
す
恐

れ
が
あ
る
と
せ
ら
れ
て
居
る
。
そ
れ
か
ら
又
注
射
の
問
隔
は
寒
蛍
傷
・
・
の
・
所
謂
こ
e
℃
一
撃
臼
。
留
⇔
尊
魚
。
の
如
き
事
も
あ
る
と
す
れ

ば
、
先
づ
一
週
一
回
戦
サ
ル
ワ
ル
サ
ン
注
射
位
が
最
も
適
當
と
思
は
れ
る
。
　
第
三
期
徽
毒
や
、
内
臓
或
は
理
経
系
徽
毒
に
は
豫

め
沃
度
剤
の
内
用
と
、
水
銀
軟
膏
塗
擦
叉
は
蒼
鉛
注
射
を
一
、
二
週
間
試
み
た
後
、
サ
川
フ
川
サ
ン
療
法
に
移
行
す
る
方
が
安

杢
に
し
て
且
つ
有
数
で
あ
る
。

　
省
ほ
叉
、
彊
力
な
る
騙
徽
療
法
を
途
伍
し
て
も
列
氏
南
幌
の
陰
性
に
な
ら
な
い
頑
症
が
あ
る
が
、
曇
れ
は
陳
魯
の
潜
伏
徴
毒
、

第
三
期
徽
毒
殊
に
遺
臣
隠
江
等
に
多
く
見
る
と
こ
ろ
で
、
多
く
は
曾
て
辛
々
療
法
が
全
く
行
は
れ
て
居
な
い
時
や
、
行
は
れ
て

　
　
　
加
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μ
解
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治
療
法
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加
藤
鎚
，
徽
毒
の
治
療
法
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入

も
不
十
分
で
あ
る
か
、
叉
は
域
染
後
時
日
が
維
っ
て
か
ら
治
療
を
開
始
し
た
場
合
か
、
或
は
逸
早
く
始
め
て
も
、
長
時
日
に
亘

っ
て
微
量
宛
緩
慢
な
治
療
を
行
っ
た
結
果
で
あ
る
。
從
っ
て
叉
過
去
現
在
に
害
毒
の
自
畳
的
秘
跡
が
な
く
偶
然
血
清
診
漸
を
受

け
て
張
陽
性
で
あ
っ
た
や
う
な
揚
合
に
も
陰
性
に
な
り
難
い
も
の
で
あ
る
。
斯
る
時
に
最
近
で
は
ズ
川
ホ
キ
シ
i
川
・
サ
〃
フ

ル
サ
ン
が
賞
用
さ
れ
、
事
實
屡
3
著
致
を
現
は
す
こ
と
が
あ
る
。

　
兎
に
角
、
斯
く
の
如
き
從
來
の
駆
徽
藥
を
以
て
し
て
は
根
治
せ
し
め
得
な
い
徽
毒
の
治
療
法
こ
そ
、
今
日
我
々
專
門
の
者
の
苦

心
す
る
と
こ
ろ
で
、
此
の
劃
策
と
し
て
は
、
砒
素
謝
、
蒼
鉛
剤
其
の
他
藥
朔
の
方
面
の
研
究
を
進
め
る
と
共
に
、
他
方
に
於
て

は
、
我
々
自
身
の
騰
内
に
存
す
る
生
物
學
的
能
力
を
振
作
登
揮
せ
し
め
保
護
的
、
年
忌
的
に
働
か
せ
や
う
と
す
る
方
法
が
種
々

考
へ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

　
彼
の
｝
ミ
§
｝
亀
㍉
§
ミ
⑩
ミ
の
マ
ラ
リ
ア
療
法
、
其
の
他
、
種
々
の
蛋
自
燈
乃
至
化
二
心
化
合
物
の
注
射
に
よ
る
非
特
異
的
刺

戟
膿
療
法
は
是
れ
で
あ
る
Q

　
錦
町
第
二
期
の
初
め
に
皮
膚
症
朕
の
著
明
な
る
も
の
に
鞭
て
は
豫
後
が
良
好
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
吾
人
の
古
く
か
ら
経

験
し
て
居
る
所
で
、
又
サ
ル
フ
ル
サ
ン
中
毒
で
重
篤
な
皮
膚
炎
を
起
し
、
高
熟
を
令
し
た
者
に
於
て
も
、
徽
毒
の
爾
後
の
経
過

が
順
調
な
こ
と
も
吾
人
の
知
る
所
で
あ
る
。
過
ち
皮
層
に
斯
て
炎
症
の
行
は
る
＼
時
は
、
抗
膿
の
登
生
を
促
し
、
徽
毒
性
病
憂

に
製
し
て
保
護
的
豊
山
的
に
働
く
こ
と
は
ミ
蓉
§
の
所
謂
『
皮
膚
の
髄
内
的
防
禦
作
用
』
海
面
亀
誤
冨
に
他
な
ら
な
い

の
で
あ
る
Q

　
荷
ほ
叉
、
熟
性
病
に
在
っ
て
は
、
肝
内
に
本
來
有
す
る
と
こ
ろ
の
有
敷
な
る
自
然
的
防
禦
力
を
熟
作
用
に
依
っ
て
振
作
す
る

も
の
で
あ
っ
て
、
生
膿
の
機
能
が
如
何
に
疾
病
治
癒
に
重
要
な
役
目
を
な
す
か
は
、
岩
瀬
的
方
面
か
ら
も
い
ろ
ノ
＼
と
謹
明
さ

れ
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。



　
還
れ
が
生
物
学
的
機
能
促
進
の
目
的
を
以
て
所
謂
非
特
異
性
療
法
の
行
は
れ
る
所
以
で
あ
っ
て
、
マ
ラ
リ
ア
療
法
の
如
き
も

蓮
常
、
比
較
的
登
熟
な
く
、
從
っ
て
此
の
機
能
の
登
揮
さ
れ
る
こ
と
の
少
い
黙
諾
に
、
マ
ラ
リ
ア
熟
の
力
を
借
り
て
罵
れ
が
振

作
を
な
し
、
患
者
自
蔵
の
自
然
的
治
癒
力
を
最
高
度
に
利
用
せ
ん
と
し
た
も
の
で
、
從
來
登
熟
療
法
と
も
樽
せ
ら
れ
た
の
で
あ

る
が
、
近
來
此
の
機
轄
を
研
究
し
て
、
マ
ラ
ヲ
ア
を
移
植
す
る
と
、
高
熟
を
属
す
る
企
め
に
、
人
禮
の
リ
ポ
イ
ド
蛋
白
が
崩
壌

し
、
詣
れ
が
抗
原
と
な
っ
て
登
生
す
る
リ
ポ
イ
ド
蛋
自
溶
解
酵
素
が
治
病
的
に
作
用
す
る
の
で
あ
る
と
云
ふ
學
者
が
あ
る
Q

　
故
に
マ
ラ
リ
ア
移
植
の
如
き
方
法
に
依
ら
な
い
で
も
、
郎
ち
登
熟
其
の
も
の
が
必
要
な
の
で
は
な
い
と
云
ふ
理
論
か
ら
、
例
へ

ば
森
博
士
の
ピ
リ
ン
（
ソ
ポ
イ
ド
蛋
塗
骨
）
等
の
注
射
も
試
み
ら
れ
て
居
る
。
是
＠
は
サ
〃
ヲ
ル
サ
ン
剃
注
射
の
問
に
一
週
三

回
宛
ヒ
リ
ン
0
・
五
乃
至
一
・
五
注
射
す
る
の
で
あ
る
。

　
漉
莫
、
現
在
に
簸
て
講
習
に
治
癒
せ
し
め
得
る
と
信
せ
ら
る
＼
は
、
徽
毒
初
期
に
於
け
る
頓
挫
療
法
叉
は
早
期
療
法
で
あ
る

か
ら
、
吾
人
は
出
來
得
る
限
り
此
の
機
器
を
把
へ
、
其
の
徹
底
を
期
す
る
の
は
徽
毒
治
療
の
眞
諦
で
あ
る
。

　
而
し
て
最
後
に
附
言
し
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
何
を
以
て
徴
毒
の
全
治
の
徴
と
す
る
か
で
あ
る
。
學
問
的
に
は

徽
毒
の
再
威
染
方
の
他
種
々
の
議
論
も
あ
り
、
平
明
方
法
も
あ
る
が
、
野
地
讐
家
と
し
て
必
ず
實
行
す
べ
き
は
、
ク
義
甲
完
了

後
の
血
清
乃
至
脊
臆
液
槍
査
で
あ
る
。

　
帥
ち
陽
血
清
期
の
駆
貯
法
の
方
針
は
前
述
の
如
く
、
臨
前
触
所
見
と
、
血
液
及
脊
髄
液
の
無
慮
に
擦
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

臨
林
的
徴
候
の
消
散
は
勿
論
、
ク
「
ル
に
當
っ
て
は
出
來
得
べ
く
ん
ば
毎
回
血
清
（
乃
至
脊
髄
液
）
反
鷹
を
画
し
、
陰
性
に
轄

す
る
や
う
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ワ
氏
反
鷹
が
陰
性
に
な
っ
て
も
、
カ
ー
ン
氏
反
訴
、
ザ
ツ
ク
ス
・
グ
オ
ル
ギ
訂
反

響
、
マ
イ
ニ
ッ
ケ
氏
潤
式
年
は
清
澄
反
鷹
乃
至
村
田
氏
反
鷹
等
は
猫
ほ
陽
性
を
呈
す
る
こ
と
が
あ
る
。
是
等
の
三
鷹
は
徽
毒
の

初
期
で
、
フ
氏
反
鷹
が
未
だ
陰
性
の
時
に
既
に
陽
性
に
現
は
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
臨
躰
上
確
か
に
塵
地
の
場
合
、
殊
に
早
期

　
　
　
加
藤
1
1
徽
毒
の
治
療
法
に
就
て
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加
藤
”
徹
毒
の
治
療
法
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

の
相
続
で
は
、
是
等
の
諸
反
骨
を
も
封
照
し
て
す
べ
て
陰
性
と
な
ら
し
む
る
を
理
想
と
す
る
。
從
っ
て
徽
毒
の
血
清
反
胃
を
診

る
揚
合
に
は
、
フ
氏
反
鷹
の
み
な
ら
す
、
上
記
の
諸
反
磁
の
少
く
も
一
、
二
は
併
せ
行
っ
て
封
照
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
斯
く
て
総
て
の
反
鷹
が
陰
性
と
な
っ
て
も
、
必
し
も
徴
毒
は
杢
治
し
た
の
で
は
な
く
し
て
、
撒
年
記
に
は
再
び
反
鷹
が
陽
性

に
戻
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
は
吾
人
の
贋
章
経
験
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
故
に
眞
に
杢
治
せ
り
や
否
や
を
決
定
す
る
に
は
、
一
度
斎
蔵
が
陰
性
に
な
っ
て
後
も
、
其
の
後
の
牟
年
間
は
五
乃
至
七
週
に

一
回
、
共
後
一
年
位
は
一
年
間
に
少
く
も
三
四
回
の
血
清
乃
至
脊
髄
液
面
三
皇
査
を
試
む
べ
き
で
あ
る
。

　
斯
様
に
し
て
第
二
期
忌
門
に
て
は
治
療
終
了
後
約
三
年
問
雑
芸
反
鷹
陰
性
に
留
ま
ら
ば
、
初
め
て
杢
治
し
た
で
あ
ら
う
と
云

ぷ
こ
と
が
出
面
る
の
で
あ
る
が
、
而
も
術
ほ
機
會
が
あ
る
毎
に
、
血
液
槍
査
を
見
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
。

　
荷
ほ
徴
毒
の
初
期
叉
は
潜
伏
徴
毒
等
で
、
ソ
氏
直
直
陰
性
の
者
に
ネ
オ
・
ず
川
ソ
川
ず
ン
〇
三
乃
至
○
・
四
五
を
注
射
し
、

第
一
日
及
び
黒
日
後
に
探
煙
し
て
血
清
病
鷹
を
見
る
と
、
注
射
前
陰
性
だ
つ
た
も
の
か
、
陽
性
に
現
は
れ
る
こ
と
が
あ
る
、
帥
ち

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　

ワ
氏
反
古
の
誘
登
で
あ
る
か
、
先
頃
、
我
が
教
室
に
於
て
、
徽
毒
の
既
往
症
を
有
す
る
も
ワ
氏
反
毛
陰
性
な
る
も
の
十
七
例
に

激
て
、
ネ
オ
・
ア
川
ぜ
ノ
i
〃
○
・
三
乃
至
○
・
四
五
を
注
射
し
、
十
二
時
間
或
は
一
日
後
と
七
日
後
の
二
回
に
探
血
し
て
、
列

氏
反
鷹
及
び
マ
イ
ニ
ツ
ヶ
氏
湖
濁
反
慮
を
楡
し
た
所
が
、
ワ
氏
反
慮
が
（
一
）
よ
り
一
日
後
（
＋
）
に
礎
し
た
者
（
七
日
後
に

は
再
び
（
一
）
、
但
し
マ
イ
ニ
ツ
ヶ
氏
瀕
濁
反
鷹
は
終
始
（
什
）
）
一
例
、
刻
氏
反
鷹
（
【
）
よ
り
十
二
時
問
後
（
＋
）
、
七
日
後

（
廿
）
に
…
愛
じ
た
者
（
マ
氏
反
慮
は
絡
始
（
惜
）
）
一
例
で
あ
っ
た
。
（
マ
氏
潤
野
趣
鷹
が
（
一
）
よ
り
（
＋
）
叉
は
（
借
）
に
憂

じ
た
者
が
此
の
他
に
樹
ほ
三
名
あ
っ
た
が
、
夫
等
の
ワ
氏
反
鷹
は
依
然
（
一
）
で
あ
っ
た
。
乙
○
、
㍉
ぎ
義
§
は
ザ
ッ
ク
ス
・
グ
ォ
ル
、

睡
り
氏
反
鷹
に
も
芸
事
試
験
を
見
る
が
、
列
氏
反
鷹
の
誘
登
と
は
一
致
し
な
い
と
報
告
し
て
居
る
。
我
々
の
場
合
に
は
、
ワ
氏

反
鷹
が
誘
登
さ
れ
た
場
合
の
二
例
は
共
に
マ
氏
掘
減
反
鷹
は
（
セ
十
）
父
は
（
帯
）
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
終
飴
攣
．
ら
な
か
っ
た
。
）



此
の
實
験
に
撃
て
、
注
射
後
七
日
目
迄
の
問
に
術
ほ
｝
二
回
血
清
反
慮
を
幽
す
る
こ
と
が
出
潮
得
た
7
1
ひ
ら
ば
も
っ
と
多
く
誘
襲

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
が
、
都
合
上
前
記
二
回
の
試
験
で
あ
っ
た
の
で
少
し
く
減
じ
た
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
も
兎
に

角
二
例
に
於
て
聴
罪
に
ワ
氏
反
鷹
の
誘
畿
が
謹
朋
せ
ら
れ
π
（
本
底
所
載
、
昭
和
五
年
度
夏
季
尾
久
診
療
所
皮
膚
科
泌
尿
器
科
に

於
け
る
診
療
成
績
報
告
参
照
）

　
　
何
分
に
も
少
藪
の
實
験
で
あ
る
か
ら
、
是
れ
丈
で
直
ち
に
断
案
を
下
す
の
は
聯
か
當
を
失
す
る
が
、
從
家
の
諸
家
の
實
験

　
　
に
篠
る
と
、
概
し
て
早
期
徴
毒
に
は
多
く
見
る
も
、
晩
期
早
早
血
清
で
は
陰
性
な
る
こ
と
が
多
い
と
せ
ら
れ
て
居
る
。

　
治
療
後
牢
年
以
上
も
経
っ
て
、
若
し
全
治
の
疑
は
し
い
場
合
、
叉
は
他
の
血
清
反
慮
は
陽
性
で
あ
る
が
ワ
氏
懸
鼻
は
陰
性
で

決
定
し
難
い
場
合
等
に
は
、
此
の
早
早
試
験
を
行
っ
て
謬
考
と
す
る
県
単
は
あ
る
も
の
と
思
は
れ
る
。

　
最
早
與
へ
ら
れ
た
紙
数
を
大
分
超
過
し
た
か
ら
サ
川
ワ
γ
サ
ン
捌
の
副
作
用
、
共
の
予
防
法
乃
至
治
療
法
等
に
關
し
て
は
後

日
の
機
會
に
譲
り
度
い
。
（
完
）

伽岬
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